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第２回臨時会

初 議 会 開 催
＝＝＝　議会構成が決定しました　＝＝＝

　

改
選
後
、
初
の
臨
時
議
会
が

５
月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
議
会

構
成
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。

　

選
挙
に
よ
り
、
議
長
に
は
橋

詰
啓
史
議
員
、
副
議
長
に
は
長

野
誠
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
し

ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
６
名
）

○
委
員
会
の
所
管
事
項
・
・
・
総
務
課
、
財
務
企
画
課
、
税
財
管
理
課
、

教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
、
国
民
健
康
保
険
病
院
・
介
護
老
人
保
健
施
設
に
関
す
る
事

項
、
監
査
委
員
所
管
に
関
す
る
事
項
及
び
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
属

さ
な
い
事
項
。

議
　
長
　
橋
詰
　
啓
史

委
員
長
　
溝
田
　
昌
志

委
　
員
　
村
上
　
伸
夫

委
　
員
　
金
田
　
壽
夫

副
議
長
　
長
野
　
　
誠

副
委
員
長
　
佐
藤
　
　
寧

委
　
員
　
遠
藤
友
宇
子

委
　
員
　
栁
原
　
浩
之

※
重
複
委
員

※
重
複
委
員

※
重
複
委
員
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産
業
厚
生
常
任
委
員
会
（
６
名
）

○
委
員
会
の
所
管
事
項
・
・
・
住
民
生
活
課
、
保
健
福
祉
課
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
セ
ン
タ
ー
・
保
育
所
、
産
業
振
興
課
、
建
設

水
道
課
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
関

す
る
事
項
、
農
業
委
員
会
に
関
す
る
事
項
。

委
員
長
　
福
原
　
峯
雄

委
　
員
　
長
野
　
　
誠

委
　
員
　
金
田
　
壽
夫

副
委
員
長
　
遠
藤
友
宇
子

委
　
員
　
嶋
村
　
義
文

委
　
員
　
栁
原
　
浩
之

※
重
複
委
員

※
重
複
委
員

※
重
複
委
員

◆
議
会
運
営
委
員
会
（
４
名
）

　

円
滑
な
議
会
の
運
営
を
行
う

た
め
に
、
議
会
運
営
全
般
に
つ

い
て
協
議
し
、
意
見
調
整
を
図

る
場
と
し
て
設
置
さ
れ
た
委
員

会
で
す
。

委
員
長　
　

村
上　

伸
夫

副
委
員
長　
　

福
原　

峯
雄

委　
　

員　
　

長
野　
　

誠

委　
　

員　
　

溝
田　

昌
志

◆
議
会
広
報
特
別
委
員
会 

　

特
別
委
員
会
と
は
、
常
任
委

員
会
の
ほ
か
に
特
定
事
件
（
二

つ
以
上
の
常
任
委
員
会
に
ま
た

が
る
事
件
も
し
く
は
特
に
重
要

な
事
件
）
を
審
査
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
、
議
会

は
条
例
で
特
別
委
員
会
を
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
、
雄
武
町
で

は
議
会
の
議
決
に
よ
っ
て
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
は

「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
発
行

を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
定

数
４
人
の
特
別
委
員
会
で
す
。

委
員
長　
　

溝
田　

昌
志

副
委
員
長　
　

佐
藤　
　

寧

委　
　

員　
　

遠
藤
友
宇
子

委　
　

員　
　

栁
原　

浩
之

◆
議
員
選
出
監
査
委
員 

　

監
査
委
員
は
、
地
方
公
共
団

体
に
置
か
れ
る
、
長
か
ら
独
立

し
た
執
行
機
関
で
す
。
他
の
委

員
会
と
異
な
り
、
各
委
員
が
単

独
で
職
務
を
執
行
す
る
こ
と
が

で
き
る
独
任
制
の
機
関
で
す

が
、
監
査
報
告
や
監
査
意
見
等

を
提
出
す
る
と
き
は
、
委
員
の

合
議
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

雄
武
町
の
監
査
委
員
の
定
数

は
２
人
で
、
議
員
の
う
ち
か
ら

選
任
さ
れ
る
委
員（
議
選
委
員
）

と
人
格
が
高
潔
で
優
れ
た
識
見

を
有
す
る
者
か
ら
選
任
さ
れ
る

委
員
（
識
見
委
員
・
近
江
谷
春

夫
氏
）で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

監
査
委
員　
　

金
田　

壽
夫

◆
紋
別
地
区
消
防
組
合
議
会 

�

議　

員　
　

嶋
村　

義
文

�

議　

員　
　

佐
藤　
　

寧

◆
西
紋
別
地
区
環
境
衛
生
施
設

組
合
議
会 

�

議　

員　
　

溝
田　

昌
志

�

議　

員　
　

栁
原　

浩
之

◆
広
域
紋
別
病
院
企
業
団
議
会

�

議　

員　
　

遠
藤
友
宇
子
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行政報告

中川原町長

　

１
月
23
日
、
全
日
本
空
輸
株
式

会
社
が
２
０
１
９
年
度
上
期
の
航

空
輸
送
計
画
を
発
表
し
、
紋
別
羽

田
線
に
お
け
る
路
線
変
更
の
計
画

は
な
く
、
来
年
度
に
お
い
て
も
通

年
運
航
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
紋
別
羽
田
線
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
の
搭
乗
実
績
が
７
万

２
８
５
１
人
と
な
り
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
紋
別
空
港
利
用
・
整
備
促
進
期

成
会
と
し
て
の
目
標
搭
乗
者
数
７

万
８
０
０
０
人
に
は
到
達
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
変
わ

ら
な
い
実
績
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
通
年
運
航
が

正
式
に
確
定
し
た
も
の
で
す
。
こ

の
７
年
間
、
期
成
会
に
お
け
る
全

日
空
へ
の
要
請
や
、
他
の
市
町
村

も
助
成
制
度
を
導
入
す
る
な
ど
搭

乗
者
数
は
６
年
前
と
比
較
し
て

130
％
に
拡
大
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
に
お
い
て
も
通
年
運
航

の
維
持
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　平成31年第1回町議会定例会は、3月6日から15日までの10日間を会期として開催されました。1日目は町長の行政

報告、副町長の行政事務報告、教育長の教育行政報告、専決処分報告、条例制定、平成30年度各会計補正予算、条例改正、

財産の取得・処分、町道の認定、オホーツク町村公平委員会委員の選任が審議され、2日目に平成31年度各会計予算・

関連議案（条例）3件が一括上程され、新年度行政執行方針・教育行政執行方針、平成31年度予算大綱が説明され、

質疑が行われました。

　休会をはさみ、8日目には2名の議員による一般質問の後、予算審査特別委員会が開催され予算審議を始め、10日目

には予算審査特別委員長の報告どおり平成31年度各会計予算・関連議案3件を原案可決し閉会しました。

オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
空
港

羽
田
直
行
便
の
通
年
運
航
決
定

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

オ
ホ
ー
ツ
ク
サ
イ
ク
リ
ン
グ
終
了

雄
武
町
公
認

�

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
決
定

　

雄
武
町
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
昨
年
の
８
月
１
日
か

ら
９
月
28
日
の
期
間
で
募
集
し
た

結
果
、
北
海
道
内
外
か
ら
、
87
作

品
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
後
、
商

工
会
、
観
光
協
会
、
町
長
、
副
町

長
以
下
、
町
職
員
か
ら
な
る
選
考

委
員
会
に
お
い
て
13
作
品
を
選
考

後
、
町
民
投
票
を
経
て
「
い
く
ら

す
じ
子
」
に
決
定
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

専
門
業
者
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
の
作

成
と
と
も
に
、
本
年
９
月
の
「
雄

武
の
宝
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
」
ま

で
に
着
ぐ
る
み
や
、
観
光
協
会

に
よ
る
グ
ッ
ズ
の
作
成
を
行
い
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
有
効
に
使
用
し

な
が
ら
本
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ホ
ー

ツ
ク
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
第
１
回
大
会
開
催
以
来
、

ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
サ
イ
ク
リ

ス
ト
が
集
い
、
町
民
に
と
っ
て
は

夏
の
風
物
詩
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
、
過
去
に
は
参
加
者

が
１
６
０
０
人
を
超
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
サ

イ
ク
リ
ス
ト
の
志
向
が
大
き
く
変

化
し
て
い
る
こ
と
や
、
他
地
域
に

お
け
る
同
種
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
参
加
者
が
減
少
し
続
け
、
こ

れ
ま
で
日
帰
り
コ
ー
ス
の
増
設

や
、
ゴ
ー
ル
後
に
お
け
る
本
町
ま

で
の
送
迎
な
ど
、
創
意
工
夫
し
な

が
ら
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
年
は

本
町
か
ら
斜
里
ま
で
の
フ
ル
コ
ー

ス
が
320
人
、
ま
た
日
帰
り
コ
ー
ス

を
含
め
た
全
体
で
も
、
500
人
規
模

で
の
大
会
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
管
内
の
広

域
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
継
続
に
つ

い
て
、
２
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た

実
行
委
員
会
議
で
の
決
定
に
よ

り
、
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
本
年

の
第
38
回
大
会
を
最
後
に
幕
を
閉

じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
ご
報

告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

月
会例

３
定
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平
成
31
年
度
予
算
案
９
件
、

並
び
に
予
算
関
連
議
案
３
件
に

つ
い
て
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
に
お
け
る
審
査
結
果
を
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

審
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
般
会
計
55
億
２
５
０
０

万
円
、
特
別
会
計
と
企
業
会
計

と
の
合
計
33
億
８
３
１
４
万
４

千
円
と
を
合
わ
せ
た
総
額
89
億

814
万
４
千
円
の
予
算
案
、
並
び

に
予
算
関
連
議
案
の
３
件
に
つ

い
て
の
審
査
を
終
了
し
、
採
決

の
結
果
、
平
成
31
年
度
の
９
会

計
予
算
案
及
び
予
算
に
関
連
す

る
議
案
３
件
の
計
12
件
に
つ
い

て
は
「
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
」
と
決
定
し
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。

 

審
査
意
見 

①
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
対

す
る
返
礼
品
の
充
実
に
つ
い
て

　

現
在
、
町
内
事
業
者
の
協
力

を
得
て
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
に
対
す
る
返
礼
品
を
贈
っ
て

い
る
が
、
返
礼
品
割
合
を
３
割

を
上
限
と
す
る
よ
う
改
め
て
強

く
指
導
さ
れ
て
い
る
中
、
よ
り

魅
力
の
あ
る
返
礼
品
の
人
気
が

高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
雄
武
町
特
産
の
海
産

物
と
農
産
物
の
セ
ッ
ト
を
作
る

な
ど
、
寄
附
金
を
継
続
的
に
子

育
て
支
援
策
な
ど
に
充
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
返
礼
品
の

充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

②
日
の
出
岬
の
環
境
整
備
に
つ

い
て

　

日
の
出
岬
展
望
台
周
辺
や
海

浜
公
園
の
環
境
整
備
を
進
め
、

キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
だ
け
で
は

な
く
、
ホ
テ
ル
利
用
者
に
も
利

用
さ
れ
る
よ
う
な
観
光
拠
点
と

す
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

平
成
31
年
３
月
15
日

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

高　

野　

幸　

治

平
成
31
年
度

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
（
要
約
）

平成31年度各会計予算の総括

区　　　　　分 平成 31年度
当初予算額

平成 30年度
当初予算額

比　　較
増減額 増減率

一 般 会 計 5,525,000 6,229,000 △ 704,000 △ 11.3

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 705,398 740,050 △ 34,652 △ 4.7

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 412,039 354,654 57,385 16.2

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 671,990 318,686 353,304 110.9

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 479,068 466,140 12,928 2.8

介 護 サ ー ビ ス 事 業 特 別 会 計 93,969 68,656 25,313 36.9

後期高齢者医療事業特別会計 70,884 74,449 △ 3,565 △ 4.8

介護老人保健施設事業特別会計 129,917 138,527 △ 8,610 △ 6.2

国 民 健 康 保 険 病 院 事 業 会 計 819,879 817,719 2,160 0.3

合　　　　　計 8,908,144 9,207,881 △ 299,737 △ 3.3

（単位：千円）

※企業会計の額は収益的支出と資本的支出の合計額
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嶋村義文議員

問　

雄
武
町
に
は
４
人
の
教
育

委
員
と
教
育
長
で
教
育
委
員
会

を
構
成
し
て
い
ま
す
が
、
義
務

教
育
の
現
在
の
体
制
に
つ
い
て

議
論
は
あ
り
ま
す
か
。

豊
田
教
育
長　

昨
年
末
に
、
児

童
生
徒
が
減
少
す
る
学
校
の
状

態
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
と
し

て
ひ
と
つ
の
方
向
性
を
持
つ
べ

き
で
は
な
い
か
と
協
議
し
て
い

ま
す
。
新
年
度
早
い
段
階
で
、

保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
学

校
関
係
者
を
含
め
懇
談
会
を
開

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

昨
年
の
３
月
議
会
で
小
学

校
の
統
合
の
質
問
で
中
川
原
町

長
は
こ
う
答
弁
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
の
考
え
を
優
先
し
た

い
、
た
だ
全
て
が
地
域
の
考
え

方
で
は
な
く
、
そ
の
議
論
の
中

豊
田
教
育
長　

今
の
長
所
も
勘

案
し
な
が
ら
小
中
一
環
教
育
、

あ
る
い
は
一
貫
校
に
つ
い
て
議

論
を
重
ね
て
い
く
予
定
で
す
。

問　

小
中
一
貫
校
に
向
け
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
面
で
の
検
討
を
是

非
進
め
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が

町
長
の
考
え
は
。

中
川
原
町
長　

私
は
ま
だ
こ

の
辺
に
つ
い
て
は
深
く
理
解
し

て
い
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。

町
外
か
ら
転
校
し
て
き
た
子
ど

も
が
馴
染
め
る
か
が
と
て
も
心

配
さ
れ
ま
す
。
一
概
に
良
い
か

悪
い
か
で
は
な
く
議
論
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

横
田
産
業
振
興
課
長　

未
整
備

の
森
林
整
備
の
た
め
財
源
と
し

て
確
保
し
適
切
な
森
林
施
業
を

や
っ
て
い
く
こ
と
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

問　

現
在
、
適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
な
い
林
地
は
ど
の
位
あ
る

の
か
。

横
田
産
業
振
興
課
長　

面
積
で

871�

ha
、所
有
者
で
は
197
名
で
す
。

問　

未
整
備
林
地
所
有
者
の
意

向
調
査
を
事
業
と
し
て
取
り
組

む
計
画
で
す
が
、
今
後
、
林
地

放
棄
者
が
出
て
き
た
場
合
、
現

在
、
町
有
林
が
２
７
０
０
ha
あ

る
の
で
、
新
た
に
町
有
林
と
し

て
取
得
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

中
川
原
町
長　

今
、
初
め
て

ご
質
問
、
仮
定
の
質
問
を
さ
れ

た
の
で
、
ま
だ
考
え
方
は
ま
と

ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

に
町
の
考
え
方
を
示
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
具
体

的
な
町
の
考
え
方
は
。

中
川
原
町
長　

小
規
模
校
の

長
所
短
所
、
そ
れ
を
皆
さ
ん
に

お
示
し
し
て
い
る
と
い
う
事
で

す
。
で
す
か
ら
、
議
論
し
て
い

る
中
で
、
そ
の
状
況
に
よ
っ
て

町
と
し
て
は
こ
う
考
え
ま
す
と

い
う
風
に
と
い
う
よ
う
な
こ
と

も
あ
り
得
ま
す
。

問　

本
年
、
小
学
校
・
中
学
校

の
大
規
模
改
修
に
向
け
教
育
施

設
の
長
寿
命
化
計
画
が
予
算
化

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
生
徒
児
童

数
が
減
少
し
、
一
つ
の
建
物
で

収
容
が
可
能
な
の
で
、
小
中
学

校
を
そ
れ
ぞ
れ
大
規
模
改
修
す

る
の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
一

校
を
小
中
一
貫
校
の
校
舎
と
し

て
素
晴
ら
し
い
教
育
環
境
を
整

備
す
る
意
気
込
み
が
あ
っ
て
も

良
い
の
で
は
。

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に
向

け
た
新
た
な
義
務
教
育
体
制

森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
る

新
た
な
林
業
政
策

問　

森
林
環
境
税
・
森
林
環
境

譲
与
税
の
創
設
の
目
的
を
町
は

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

３月定例会

嶋
村
議
員　

小
中
一
貫
校
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か

豊
田
教
育
長　

今
の
長
所
も
勘
案
し
、
議
論
を
か
さ
ね
て
ゆ
く

問質般一
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雄
武
町
の
新
図
書
館

病
院
と
診
療
所
の
連
携

３月定例会

福
原
議
員　

国
保
病
院
と
診
療
所
と
の
連
携
の
取
り
組
み
は

中
川
原
町
長　

診
療
所
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
相
談
・
協
議
へ

問　

今
年
８
月
に
開
館
を
予
定

し
て
い
る
新
図
書
館
が
、
町
民

に
愛
さ
れ
、
特
に
児
童
生
徒
が

利
用
し
や
す
い
図
書
館
と
な
る

よ
う
願
う
立
場
で
質
問
し
ま

す
。
視
察
に
行
っ
た
置
戸
町
、

そ
し
て
斜
里
町
な
ど
で
大
変
評

判
の
高
い
設
備
と
し
て
、
読
書

通
帳
の
設
備
と
探
す
図
書
を
瞬

時
に
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
は

導
入
す
る
の
で
す
か
。

山
崎
教
育
振
興
課
長　

本
町
の

新
図
書
館
に
つ
い
て
も
、
読
書

通
帳
は
高
校
生
以
下
は
無
償
で

提
供
し
ま
す
し
、
成
人
に
つ
い

て
は
有
償
で
提
供
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
図
書
の
検
索
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
も
導
入
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

展
示
資
料
コ
ー
ナ
ー
の
側

の
展
示
保
管
庫
と
は
。

山
崎
教
育
振
興
課
長　

展
示
保

管
庫
で
郷
土
資
料
を
保
管
し
、

展
示
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
展
示
資

料
を
定
期
的
に
入
れ
替
え
な
が

ら
展
示
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
ま
た
、
書
架
の
周
り
に
も

展
示
す
る
部
分
が
あ
り
、
こ
れ

ら
は
図
書
館
職
員
が
担
当
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

問　

学
校
図
書
と
の
関
係
で
、

蔵
書
デ
ー
タ
の
検
索
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

山
崎
教
育
振
興
課
長　

平
成
31

年
度
は
予
定
に
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
検
討
は
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

問　

病
院
と
診
療
所
の
連
携
と

い
う
の
は
、
病
院
が
病
床
の
一

部
を
診
療
所
に
提
供
し
、
開
業

医
は
そ
の
病
床
を
利
用
し
、
引

き
続
き
主
治
医
と
し
て
継
続
診

療
が
で
き
、
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
の

利
用
や
免
疫
学
等
の
検
査
施
設

の
共
同
利
用
も
で
き
、
か
か
り

つ
け
医
と
し
て
介
護
施
設
と
の

連
携
も
進
め
、
歯
科
医
と
の
連

携
で
口
腔
ケ
ア
も
行
う
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
の
連
携
が
進
ん

で
い
る
の
が
奈
井
江
町
で
す
。

患
者
に
と
っ
て
は
引
き
続
き
か

か
り
つ
け
医
の
診
療
を
受
け
ら

れ
る
安
心
感
に
繋
が
る
し
、
地

域
医
療
の
構
築
と
い
う
点
で
は

検
討
に
値
す
る
取
組
だ
と
思
い

ま
す
が
、
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。

中
川
原
町
長　

奈
井
江
町
の

や
っ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
い

い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
町
の
一
存
で
決
め
ら
れ

る
こ
と
で
は
な
く
、
診
療
所
の

先
生
の
意
向
は
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
過
去
に
病
床
利
用
に
関

し
て
の
話
が
破
談
に
な
っ
た
と

の
経
緯
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。

問　

こ
う
い
っ
た
病
院
、
診
療

所
、
歯
科
の
連
携
と
い
う
、
雄

武
町
全
体
の
医
療
シ
ス
テ
ム
が

出
来
れ
ば
、
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
も
安
心
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
す
が
。

中
川
原
町
長　

院
長
の
考
え

方
に
も
よ
り
ま
す
が
、
私
と
し

て
は
、
診
療
所
の
先
生
か
ら
の

依
頼
が
あ
れ
ば
相
談
に
も
乗
り

ま
す
し
、
協
議
も
進
ん
で
ゆ
く

と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
こ
の
他
、
合
葬
墓
の
建
設
に

対
し
て
、
町
長
か
ら
は
「
合
葬

墓
は
32
年
度
に
は
整
備
し
た

い
」、
高
齢
者
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
「
調
査
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
課
題
も
多
く
、

な
か
な
か
す
ぐ
に
、
と
い
う
わ

け
に
は
い
か
な
い
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

福原峯雄議員

問質般一
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●
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
制
定
及
び
廃
止

　

３
団
体
の
非
常
勤
職
員
に
対
す

る
公
務
災
害
補
償
等
の
事
務
を
処

理
で
き
る
よ
う
定
め
た
規
約
を
制

定
し
、旧
規
約
を
廃
止
し
た
も
の
。

規
約
の
制
定
・
廃
止

（
専
決
処
分
）《
報
告
承
認
》

財
産
の
取
得
・
処
分

《
報
告
承
認
》

条
例
制
定

《
原
案
可
決
》

条
例
改
正

《
原
案
可
決
》

条
例
改
正

（
専
決
処
分
）《
原
案
可
決
》

条
例
改
正

《
原
案
可
決
》

財
産
の
取
得

《
原
案
可
決
》

監
査
委
員
の
選
任

《
原
案
同
意
》

町
道
の
認
定

《
原
案
可
決
》

オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

《
原
案
同
意
》

●
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
設
置
条

例
の
制
定

　

上
雄
武
地
区
に
設
置
す
る
移
動

通
信
用
鉄
塔
施
設
の
管
理
に
関

し
、
必
要
と
な
っ
た
も
の
。

●
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
の

制
定

　

本
町
に
お
け
る
小
規
模
企
業
の

振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
。

●
建
設
技
術
職
員
養
成
奨
学
金
条

例
の
制
定

　

優
秀
な
建
設
技
術
職
員
の
育
成

及
び
充
足
を
図
る
た
め
。

●
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

超
過
勤
務
命
令
の
上
限
を
定
め

る
な
ど
の
所
要
の
措
置
に
つ
い

て
、
根
拠
規
定
の
整
備
を
行
う
た

め
。

●
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

職
員
の
事
務
処
理
の
遅
滞
に
対

し
、
町
長
及
び
副
町
長
の
行
政
責

任
を
明
確
に
す
る
た
め
。

●
図
書
館
条
例
の
一
部
改
正

図
書
館
協
議
会
を
設
置
す
る
も

の
。

▼
対
象
財
産

　

家
畜
保
護
施
設
（
畜
舎
）
１
棟

▼
取
得
・
処
分
の
目
的

　

畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事

業
（
再
編
整
備
型
事
業
）
に
お
い

て
整
備
し
た
農
業
用
施
設
の
買
入

れ
・
売
払
い

▼
価
格

　

１
億
９
０
８
９
万
５
千
円

▼
取
得
（
買
入
れ
）
先

　

公
益
財
団
法
人
北
海
道
農
業
公
社

▼
処
分
（
売
払
い
）
先

　

字
南
雄
武
499
番
地

　

佐
々
木
雄
基

▼
認
定
し
た
路
線

　

魚
田
19
号
線

▼
起
点　

　

字
雄
武
１
８
５
３
番
地
の
９

▼
終
点

　

字
雄
武
１
８
４
０
番
地
の
194

▼
延
長　
　

214
・
５
ｍ

▼
有
効
幅
員　

4.0
ｍ

紋
別
郡
西
興
部
村
字
西
興
部
293
番
地

　

高　

畑　

秀　

美　

氏

▼
任
期

　

平
成
31
年
４
月
１
日
～

　
　
　

平
成
35
年
３
月
31
日

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
等
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
も
の
。

●
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

低
所
得
者
に
対
す
る
介
護
保
険

料
の
軽
減
措
置
の
拡
大
に
係
る
介

護
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
う

も
の
。

●
税
賦
課
徴
収
条
例
等
の
一
部
改

正
　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
ほ
か
３
件
の
公
布
（
原
則

と
し
て
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
）
に
伴
い
関
連
条
例
を
改
正

す
る
も
の
。

▼
雄
武
小
授
業
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー　

計
45
台

契
約
金
額

１
８
８
５
万
６
８
０
０
円
＋
利
息（
※
）

▼
雄
武
中
授
業
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー　

計
45
台

契
約
金
額

１
８
８
０
万
２
８
０
０
円
＋
利
息（
※
）

（
※
北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組

合
が
設
定
す
る
年
０
・
１
％
の
利

息
。
契
約
の
相
手
方
は
北
海
道
市

町
村
備
荒
資
金
組
合
。）

▼
図
書
館
備
品
一
式

契
約
金
額

１
３
８
０
万
６
７
２
０
円

契
約
の
相
手
方

加
藤
商
店　

加
藤
洋
美

字
雄
武
307
番
地

　

金　

田　

壽　

夫　

氏

▼
任
期

　

４
年
（
議
員
の
任
期
に
よ
る
）

臨
時
会

【
第
２
回
・
令
和
元
年
５
月
９
日
】

議審
果結

３月定 例 会
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平成 30 年度

一般会計（第６号）
　4億7232万9千円を追加し、予算の総額を70億
1810万2千円とした。

【主な内容】
◇議会費　251万5千円減
　・町村議会議員共済会負担金の減ほか
◇総務費　1億4135万5千円増
　・財政調整基金積立金の増ほか
◇民生費　6万6千円減
　・児童手当の減ほか
◇衛生費　1292万9千円減
　・簡易水道事業特別会計繰出金の減ほか
◇農林水産業費　3億7385万5千円増
　・貯氷施設建設工事（繰越明許分）請負費の増
　　ほか
◇商工費　1505万円減
　・中小企業等振興助成金の減ほか
◇土木費　765万2千円増
　・元稲府線排水改修工事（繰越明許分）請負費
　　の増ほか
◇消防費　479万7千円減
　・紋別地区消防組合負担金 単独分の減ほか
◇教育費　1429万4千円減
　・教師用指導書購入費の減ほか
◇公債費　88万2千円減
　・長期債償還利子の減ほか

一般会計（第７号）※第２回臨時会専決処分報告
　1706万7千円を追加し、予算の総額を70億3516
万9千円とした。

【主な内容】
◇総務費　250万円増
　・財政調整基金積立金の増
◇労働費　16万2千円増
　・冬期就労対策除排雪委託料の増
◇土木費　1440万5千円増
　・除雪業務委託料の増ほか

国民健康保険事業特別会計（第４号）
　3500万円を追加し、予算の総額を8億644万円
とした。

【主な内容】一般会計繰出金の増ほか

国民健康保険事業特別会計（第５号）
　※第２回臨時会専決処分報告

　222万円を追加し、予算の総額を8億866万円と
した。

【主な内容】一般被保険者療養給付費の増

簡易水道事業特別会計（第２号）
　157万5千円を減額し、予算の総額を3億5180万
4千円とした。

【主な内容】消費税納付金の減ほか

公共下水道事業特別会計（第３号）
　627万3千円を減額し、予算の総額を2億9472万
2千円とした。

【主な内容】消費税納付金の減ほか

介護保険事業特別会計（第４号）
　1246万4千円を追加し、予算の総額を4億9230
万7千円とした。

【主な内容】施設介護サービス給付費の増ほか

介護サービス事業特別会計（第３号）
　8万6千円を減額し、予算の総額を7254万8千円
とした。

【主な内容】デイサービスセンター暖房配管整備工
事請負費の減ほか

後期高齢者医療事業特別会計（第１号）
　178万4千円を減額し、予算の総額を7266万5千
円とした。

【主な内容】保険料等負担金（保険基盤安定分）の
減ほか

介護老人保健施設事業特別会計（第２号）
　1185万2千円を減額し、予算の総額を1億2967
万5千円とした。

【主な内容】臨時職員・パート職員賃金の減ほか

国民健康保険病院事業会計（第２号）
　7439万7千円を増額し、予算の総額を8億1340
万円とした。

【主な内容】過年度損益修正損の増ほか

令和元年度

一般会計（第１号）
　2701万7千円を追加し、予算の総額を55億5201
万7千円とした。

【主な内容】
◇総務費　17万2千円増
　・車両運行管理業務委託料の増
◇商工費　2684万5千円増
　・中小企業等振興助成金の増

平成 30 年度・令和元年度

補 正 予 算
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《平成 30 年》

12月
� 13～14日� 第5回定例会開催
� 22日� 龍神講感謝祭出席、議長
� 28日� 雄武消防団歳末特別警戒督励式出席、議長

《平成 31 年》

１月
� １日� 平成31年雄武神社元旦祭出席、議長ほか1名
� ４日� 平成31年雄武消防団出初式出席、議長ほか6名
� ７日� 平成31年雄武町新年交礼会出席、議長ほか7名
� 〃　� 平成31年雄武水産加工業協同組合・雄武鮮魚仲買人組合合同新年交礼会出席、議長ほか1名
� 13日� 平成31年雄武町成人式出席、議長ほか1名
� 18日� 議会広報特別委員会開催
� 29日� 全員協議会開催

２月
� ２日� 平成30年度武雄市児童交流訪問団来町に伴う雄武町歓迎会出席、議長ほか2名
� 〃　�� 平成30年度武雄市児童交流訪問団来町に伴う引率者との懇親会出席、議長
� ７～８日� オホーツク町村議会議長会第8回定期総会（斜里町）出席、議長
　� 22日� 産業厚生常任委員会所管事務調査（雄武水産加工業協同組合役員との懇談会）
　� 〃　� 第66回雄武町森林組合通常総会・懇親会出席、議長
� 〃　� 興部警察署冬季特別術科訓練納会（興部町）出席、議長
� 25～26日� 北海道町村議会議長会創立70周年記念式典（札幌市）出席、議長
　� 27日� 全員協議会開催
� 〃　� 議会運営委員会開催

３月
� １日� 雄武高等学校平成30年度卒業証書授与式出席、議長ほか7名
� 〃　� ほたて八尺おろし出席、議長ほか3名
� ２日� 大漁祈願祭・龍神講大漁祈願祭出席、議長
� ４日� 興部地区警察官友の会総会（興部町）出席、議長
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